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一
、
は
じ
め
に
物
語
文
学
の
祖
と
さ
れ
る
『
竹
取
物
語
（
１
）
』
の
研
究
史
で
は
、
そ
の
成
立
年
代
と
並
ん
で
形
成
過
程
と
し
て
の
背
後
の
プ
ロ
セ
ス
の
解
明
も
き
わ
め
て
大
事
な
問
題
（
２
）
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
物
語
に
つ
い
て
は
古
い
伝
承
や
中
国
文
学
の
影
響
な
ど
、
こ
れ
ま
で
多
角
的
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
特
に
近
年
中
国
文
学
と
の
類
同
と
い
う
視
点
か
ら
は
『
漢
武
帝
内
伝
』
を
取
り
上
げ
て
い
る
渡
辺
秀
夫
氏
の
業
績
が
挙
げ
ら
れ
る
（
３
）
。
本
論
考
で
は
、
こ
の
よ
う
な
研
究
史
を
ふ
ま
え
『
竹
取
物
語
』
と
そ
の
先
蹤
文
学
と
の
構
造
比
較
を
行
い
、
後
述
の
観
点
か
ら
『
竹
取
物
語
』
の
大
き
な
特
色
と
い
え
る
神
仙
否
定
の
論
理
に
つ
い
て
考
察
し
、
ま
た
そ
れ
を
基
に
本
作
品
の
神
仙
・
異
界
文
学
思
想
史
上
の
位
置
が
如
何
な
る
も
の
か
を
考
究
し
た
い
。
先
蹤
文
学
と
の
比
較
を
行
う
前
に
、
本
論
考
の
目
的
及
び
論
考
中
の
基
本
的
な
用
語
の
意
味
に
つ
い
て
略
説
し
て
お
き
た
い
。
本
稿
は
古
代
日
本
文
学
に
お
け
る
道
教
受
容
研
究
の
一
部
を
成
す
も
の
で
あ
る
。
よ
り
具
体
的
に
は
、
我
が
国
に
流
伝
し
た
道
教
の
中
核
的
要
素
た
る
神
仙
思
想
が
、
文
学
作
品
に
如
何
な
る
影
響
を
与
え
た
の
か
と
い
『
竹
取
物
語
』
に
見
え
る
神
仙
否
定
の
論
理
―
―
『
浦
島
子
伝
』
と
の
比
較
構
造
論
的
考
察
―
―
善
養
寺
淳
一
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う
点
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
重
要
な
概
念
で
あ
る
「
神
仙
」、「
神
仙
否
定
」、「
神
仙
否
定
の
論
理
」
及
び
こ
れ
ら
に
関
連
す
る
「
神
仙
譚
」
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
ま
ず
「
神
仙
」
と
は
、
不
老
不
死
の
術
を
修
得
し
神
通
力
を
持
っ
た
存
在
で
あ
り
神
仙
思
想
を
扱
っ
た
話
に
登
場
す
る
。
こ
れ
に
関
す
る
物
語
や
話
が
「
神
仙
譚
」
と
な
る
。
こ
の
例
と
し
て
は
『
日
本
霊
異
記
』
上
巻
第
十
三
が
挙
げ
ら
れ
る
（
４
）
。
次
に
「
神
仙
否
定
」、「
神
仙
否
定
の
論
理
」
に
つ
い
て
は
『
竹
取
物
語
』
の
全
体
構
造
に
つ
い
て
の
稿
者
の
見
解
を
述
べ
て
お
く
の
が
捷
径
で
あ
ろ
う
。
稿
者
と
し
て
は
『
竹
取
物
語
』
を
貫
く
全
体
構
造
は
、天
上
界
（
神
仙
界
）
と
地
上
界
（
人
間
界
）
と
の
断
絶
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
換
言
す
れ
ば
、
無
限
或
い
は
永
遠
性
と
、
有
限
或
い
は
一
回
性
と
い
う
対
置
さ
れ
る
概
念
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
両
界
の
論
理
は
根
本
的
に
相
容
れ
な
い
対
立
概
念
で
あ
る
。
こ
れ
は
次
に
掲
げ
る
『
竹
取
物
語
』
の
構
成
と
展
開
の
う
ち
に
、
後
述
の
内
容
と
し
て
看
取
で
き
る
。
（1）
竹
取
の
翁
の
紹
介
と
か
ぐ
や
姫
の
誕
生
、
（2）
五
人
の
貴
公
子
の
求
婚
、
（3）
か
ぐ
や
姫
の
与
え
た
難
題
、
（4）
帝
か
ら
の
求
婚
、
（5）
か
ぐ
や
姫
の
昇
天
右
の
構
成
か
ら
成
る
こ
の
神
仙
譚
は
、
大
略
次
の
よ
う
な
展
開
を
見
せ
つ
つ
結
末
に
至
る
。
（1）
の
姫
の
誕
生
は
、
人
間
界
の
意
向
と
何
ら
関
わ
り
な
く
、
天
上
界
の
意
向
に
よ
り
降
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
（2）
で
は
人
間
界
の
貴
公
子
の
求
婚
は
全
て
拒
絶
さ
れ
る
。
（3）
の
姫
が
要
求
し
た
奇
品
は
入
手
不
可
能
な
物
で
あ
っ
た
。（
諸
家
の
注
釈
（
５
）
で
は
「
仏
の
御
石
の
鉢
」
は
仏
教
的
故
事
で
こ
れ
を
用
い
る
者
の
貧
富
の
差
に
よ
り
布
施
が
増
減
す
る
物
、「
蓬
莱
の
玉
の
枝
」
は
神
山
に
在
り
そ
の
華
実
を
食
す
れ
ば
不
老
不
死
と
な
る
。「
火
鼠
の
皮
衣
」
は
中
国
神
仙
譚
に
見
え
る
伝
説
上
の
動
物
で
火
中
に
棲
む
。「
竜
の
頸
の
光
る
玉
」は
想
像
上
の
神
獣
の
頷
下
に
在
る
奇
物
。「
燕
の
子
安
貝
」
は
生
殖
の
神
秘
の
取
合
わ
せ
で
発
見
困
難
な
物
。）
（4）
で
は
地
上
の
最
高
権
力
者
た
る
帝
の
命
令
も
拒
ま
れ
る
。
そ
し
て
（5）
で
は
六
衛
府
二
千
人
の
兵
を
斥
け
て
か
ぐ
や
姫
は
昇
天
す
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
悉
く
天
上
界
の
論
理
が
罷
り
通
り
、
人
間
界
の
論
理
（
例
え
ば
、
翁
が
適
齢
の
姫
に
結
婚
を
勧
め
て
も
、
色
好
み
の
貴
公
子
が
求
婚
し
て
も
、
ま
た
帝
の
命
じ
る
入
内
で
す
ら
）
す
べ
て
は
ね
の
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
で
は
神
仙
界
と
人
間
界
と
の
交
点
は
何
処
か
、
高
橋
亨
氏
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
①
姫
を
発
見
し
た
「
野
山
」（
竹
の
節よ
）
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と
、
②
姫
が
月
に
帰
還
す
る
場
面
で
、
天
人
が
降
臨
す
る
「
翁
の
家
」
と
が
、「
異
界
と
現
世
と
が
交
錯
す
る
時
空
」
で
あ
る
（
６
）
と
い
う
。
た
し
か
に
こ
の
交
点
は
本
文
に
顕
在
化
し
た
部
分
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
交
点
と
等
し
く
重
視
す
べ
き
は
、
こ
の
二
つ
の
論
理
の
せ
め
ぎ
合
い
の
は
ざ
ま
で
、
終
盤
に
向
け
て
徐
々
に
か
ぐ
や
姫
の
「
人
間
化
」
が
描
か
れ
る
点
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
末
は
昇
天
の
段
で
、
か
ぐ
や
姫
が
翁
夫
婦
と
涙
な
が
ら
に
別
れ
る
人
間
的
場
面
へ
と
収
斂
し
て
い
く
。
姫
は
人
間
界
淹
留
に
よ
り
、
人
間
は
神
仙
の
如
く
生
き
ら
れ
な
い
儚
い
存
在
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
有
限
の
生
を
懸
命
に
生
き
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
学
習
し
た
の
だ
と
思
う
。
そ
れ
は
、
前
掲
（1）
か
ら
（4）
の
よ
う
に
人
間
界
の
論
理
を
拒
絶
し
続
け
た
姫
の
心
に
、
人
間
の
所
業
を
「
あ
は
れ
」
と
感
じ
、
暫
し
で
あ
っ
て
も
昇
天
を
た
め
ら
う
心
を
芽
生
え
さ
せ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
思
い
は
、
天
上
界
と
人
間
界
と
の
境
界
領
域
で
姫
が
悟
っ
た
「
神
仙
否
定
」
で
あ
る
。
ま
た
創
作
と
い
う
視
点
か
ら
は
、
こ
の
よ
う
な
結
末
場
面
に
導
い
た
物
語
作
者
は
、「
神
仙
否
定
の
論
理
」
を
基
調
と
し
た
構
想
（
神
仙
界
に
対
す
る
人
間
界
の
優
位
性
と
い
う
認
識
）
を
持
っ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

右
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
こ
の
「
神
仙
否
定
の
論
理
」
は
、
物
語
終
盤
に
の
み
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
私
見
で
は
物
語
全
体
に
一
貫
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
は
、
前
掲
の
物
語
の
構
成
（1）
か
ら
（4）
ま
で
は
、
こ
の
論
理
が
表
面
化
は
し
な
い
も
の
の
、
翁
の
家
で
の
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
、
か
ぐ
や
姫
の
心
の
内
な
る
人
間
的
変
容
は
確
実
に
進
ん
で
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
姫
の
高
飛
車
と
も
思
え
る
外
面
の
態
度
と
、
人
間
社
会
に
養
育
さ
れ
つ
つ
人
間
の
実
相
を
習
得
し
た
姫
の
心
と
は
落
差
は
あ
る
も
の
の
、
神
仙
と
い
う
越
え
が
た
い
立
場
か
ら
の
、
人
間
存
在
へ
の
深
い
理
解
に
至
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
は
、
（1）
か
ら
（4）
ま
で
は
、
（5）
の
姫
の
神
仙
否
定
の
態
度
を
劇
的
に
描
く
た
め
の
壮
大
な
「
伏
線
」
と
考
え
ら
れ
、
物
語
作
者
は
、
（5）
の
昇
天
と
い
う
極
点
を
志
向
し
て
筆
を
進
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
物
語
作
者
は
、渡
辺
秀
夫
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に「
神
仙
を
無
化
し
乗
り
越
え
（
７
）
」
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
の
心
の
優
位
性
を
神
仙
譚
の
結
末
に
織
り
込
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
論
理
を
取
り
込
ん
だ
こ
と
は
、
物
語
の
構
成
上
如
何
な
る
効
果
を
齎
し
た
の
か
。
そ
れ
は
『
竹
取
物
語
』
は
神
仙
譚
に
は
違
い
な
い
が
、
そ
の
内
容
は
、
神
仙
の
永
遠
性
を
高
次
元
で
否
定
し
、
寧
ろ
人
間
性
へ
の
回
帰
と
い
う
主
題
を
改
め
て
提
示
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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点
は
、
二
以
下
の
先
蹤
文
学
と
の
構
造
比
較
で
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
こ
こ
で
『
竹
取
物
語
』
と
構
造
を
比
較
す
る
対
象
は
『
丹
後
国
風
土
記
』（
逸
文
）「
浦
嶋
子
」
で
あ
る
。
管
見
で
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
史
の
な
か
で
、
両
作
品
の
構
造
比
較
は
見
当
た
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
伝
奇
小
説
の
系
譜
と
い
う
視
点
か
ら
論
じ
た
も
の
と
し
て
三
谷
栄
一
氏
が
次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。
特
に
注
目
す
べ
き
は
『
柘
枝
伝
』
や
『
浦
島
子
伝
記
』
で
あ
り
、
そ
れ
は
日
本
の
土
着
的
な
カ
タ
リ
ゴ
ト
を
漢
文
で
も
っ
て
文
芸
的
に
綴
っ
た
作
品
で
あ
る
。（
三
谷
栄
一
『
物
語
文
学
の
世
界
』
有
精
堂
、
三
〇
頁
、
傍
線
稿
者
）
さ
ら
に
、
厳げん
紹
し
ょ
う
璗とう
氏
が
、
江
戸
時
代
の
国
学
者
加か
納のう
諸もろ
平ひら
の
『
竹
取
物
語
考
』
の
「
物
語
」
形
成
に
つ
い
て
の
見
解
を
ふ
ま
え
て
『
浦
島
子
伝
』
に
ふ
れ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。
一
種
の
文
学
様
式
と
し
て
の
「
物
語
」
は
、
日
本
民
族
文
学
の
長
期
に
わ
た
る
発
展
の
賜
物
で
あ
る
。（
中
略
）『
浦
島
子
伝
』
の
よ
う
な
日
本
民
族
文
化
の
個
性
を
備
え
た
古
代
漢
文
伝
奇
は
、「
物
語
」
形
成
の
直
接
の
基
礎
を
提
供
し
た
。（
中
西
進
・
厳
紹
璗
編
、『
日
中
文
化
交
流
史
叢
書
［
６
］
文
学
』
大
修
館
書
店
、
一
六
八
頁
。
な
お
右
の
引
用
は
丹
羽
香
氏
の
訳
に
よ
る
。
傍
線
稿
者
）
厳
氏
の
述
べ
る
「
物
語
」
形
成
の
直
接
の
基
礎
と
い
う
部
分
で
、
改
め
て
加
納
諸
平
の
『
竹
取
物
語
考
（
８
）
』
を
参
照
す
る
と
、
こ
の
注
釈
の
冒
頭
の
「
総
論
」
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
（
諸
平
は
『
源
氏
物
語
』
絵
合
の
「
物
語
の
出
来
始
め
の
祖
」
の
記
事
や
『
大
和
物
語
』
の
歌
を
引
い
た
う
え
で
）
昌
泰
年
間
の
頃
絵
冊
子
と
し
、
故
事
と
も
せ
し
を
以
て
、
ふ
り
に
し
物
語
な
る
こ
と
知
ら
れ
た
り
。
今
按
ふ
に
、
其
の
事
蹟
は
、
藤
原
宮
の
頃
と
覚
し
け
れ
ば
、
も
と
、
浦
島
子
伝
・
柘
枝
仙
伝
な
ど
に
倣
ひ
て
作
れ
る
書
な
り
し
を
、
後
、
其
意
を
の
べ
、
歌
を
も
加
へ
て
、
物
語
と
せ
し
な
る
べ
し
。（
傍
線
稿
者
）
諸
平
の
注
釈
は
、以
下
「
然
思
は
る
ゝ
由
を
云
は
ん
。」
と
述
べ
て
『
竹
取
物
語
』
の
五
人
の
貴
公
子
を
歴
史
上
の
人
物
に
擬
し
て
お
り
、
こ
れ
は
三
谷
氏
も
取
り
上
げ
て
い
る
問
題
で
あ
る
（
９
）
。
諸
平
は
「
浦
島
子
伝
」
を
挙
げ
な
が
ら
も
、『
竹
取
物
語
』
と
の
構
造
比
較
を
し
て
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い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、私
見
で
は
こ
れ
は
『
丹
後
国
風
土
記
』（
逸
文
）「
浦
嶋
子
」
が
そ
れ
に
当
た
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
両
作
品
の
構
造
分
析
の
試
み
は
、
冒
頭
に
述
べ
た
『
竹
取
物
語
』
の
形
成
過
程
、
或
い
は
素
材
論
、
構
想
論
、
更
に
は
作
者
の
解
明
に
資
す
る
も
の
に
な
る
か
と
思
う
。
『
竹
取
物
語
』
に
は
神
仙
思
想
が
投
影
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が）11
（
、
こ
の
よ
う
な
、
神
仙
世
界
に
関
わ
る
先
蹤
の
文
学
と
し
て
は
、『
丹
後
国
風
土
記
』（
逸
文
）「
浦
嶋
子
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
「
浦
嶋
子
」
は
漢
文
作
品
で
あ
り
、
仮
名
作
品
で
あ
る
『
竹
取
物
語
』
と
は
そ
の
文
体
は
大
き
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
『
風
土
記
』
は
、
詔
命
に
よ
る
官
撰
地
誌
で
あ
り
、
そ
の
分
量
も
『
竹
取
物
語
』
の
よ
う
な
長
さ
に
は
遙
か
に
及
ば
な
い
作
品
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、そ
の
構
造
を
比
較
し
て
み
る
と
、『
竹
取
物
語
』
は
「
浦
嶋
子
」
の
陰
画
（
ネ
ガ
）
と
言
え
る
程
に
鮮
や
か
な
対
照
が
見
ら
れ
る
。
構
造
的
に
見
る
な
ら
ば
、『
丹
後
国
風
土
記
』（
逸
文
）「
浦
嶋
子
」
を
ほ
ぼ
反
転
し
た
作
品
が
『
竹
取
物
語
』
と
な
る
。
私
見
で
は
こ
の
構
造
比
較
と
い
う
作
業
か
ら
、『
竹
取
物
語
』
の
神
仙
否
定
の
姿
勢
が
明
瞭
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
本
論
考
で
は
次
に
掲
げ
る
三
つ
の
観
点
に
つ
い
て
追
究
し
、
比
較
構
造
論
的
に
結
論
を
導
く
こ
と
に
し
た
い
。
１
、
奈
良
時
代
成
立
の
『
丹
後
国
風
土
記
』
逸
文
「
浦
嶋
子
」
と
、
平
安
中
期
成
立
の
『
竹
取
物
語
』
と
の
構
造
比
較
を
す
る
こ
と
で
、
両
作
品
の
全
体
構
造
及
び
部
分
的
構
造
の
対
照
性
を
明
ら
か
に
す
る
。
２
、
１
の
構
造
の
対
照
性
は
、
同
時
に
時
間
性
・
空
間
性
の
対
照
的
構
造
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
し
た
い
。
ま
た
、
こ
の
点
が
『
竹
取
物
語
』
の
神
仙
否
定
の
論
理
と
ど
の
よ
う
に
繋
が
る
の
か
も
考
究
し
た
い
。
３
、『
竹
取
物
語
』
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
本
朝
神
仙
・
異
界
思
想
文
学
史
上
の
定
位
を
試
み
た
い
。
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二
、『
竹
取
物
語
』
と
『
丹
後
国
風
土
記
』（
逸
文
）「
浦
嶋
子
」
と
の
構
造
の
比
較
ま
ず
、
両
作
品
の
全
体
構
造
の
比
較
に
つ
い
て
述
べ
、
以
下
、
粗
筋
を
辿
り
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
的
構
造
を
比
較
し
て
み
た
い
。
な
お
本
文
は
『
丹
後
国
風
土
記
』（
逸
文
）「
浦
嶋
子
」
は
、
対
校
を
経
た
古
典
文
庫
『
浦
嶋
子
伝
』（
重
松
明
久
、
現
代
思
潮
社
、
昭
和
五
十
六
年
）
に
拠
り
、『
竹
取
物
語
』
は
、新
日
本
古
典
文
学
大
系
１
７
『
竹
取
物
語
』（
堀
内
秀
晃
校
注
、岩
波
書
店
、平
成
九
年
）
に
拠
る
。
両
作
品
の
全
体
構
造
〔
＝
基
本
構
造
〕
の
比
較
（
番
号
０
）
０
往
訪
譚
と
来
訪
譚
と
い
う
対
照
的
構
造
『
丹
後
国
風
土
記
』（
逸
文
）「
浦
嶋
子
」〔
以
下
、『
風
土
記
』
と
略
す
〕
と
、『
竹
取
物
語
』
と
は
、
作
品
の
基
本
構
造
が
反
転
し
て
お
り
対
照
的
で
あ
る
。
両
作
品
の
基
本
的
な
構
造
と
し
て
、『
風
土
記
』
で
は
地
上
（
現
世
）
の
者
で
あ
る
嶼しま
子こ
が
、「
蓬
と
こ
よ
の
く
に
山
」
と
い
う
他
界
（
異
界
）
を
訪
れ
、
「
三み
歳とせ
」
の
間
淹
留
し
た
後
、
故
郷
に
帰
還
す
る
往
訪
譚
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
『
竹
取
物
語
』
は
、「
小
さ
子
（
＝
か
ぐ
や
姫
）」
と
い
う
異
界
の
者
が
、
地
上
（
現
世
）
に
「
降
さ
れ
」
こ
こ
で
成
人
と
な
り
「
月
の
都
」
と
い
う
他
界
（
異
界
）
へ
と
昇
天
す
る
来
訪
譚
で
あ
る
。（
後
述
、『
風
土
記
』
の
「
三
」「
五
」
の
数
字
は
、『
竹
取
物
語
』
で
も
鍵
と
な
る
基
幹
の
数
字
で
あ
る
。）
両
作
品
の
内
容
に
於
け
る
各
要
素
の
部
分
的
構
造
の
比
較
（
番
号
１
～
１
０
）
１
主
人
公
の
性
別
と
属
す
る
世
界
の
比
較
『
風
土
記
』
の
主
人
公
嶼
子
は
容
貌
端
正
で
風みや
び流
な
地
上
（
現
世
）
の
男
子
で
あ
り
、『
竹
取
物
語
』
の
主
人
公
は
（
異
界
の
）
絶
世
の
六
『
竹
取
物
語
』
に
見
え
る
神
仙
否
定
の
論
理
53
美
女
で
あ
る
。
『
風
土
記
』の
主
人
公
は
、物
語
で
は
一
漁
民
で
あ
る
。一
方『
竹
取
物
語
』の
主
人
公
は
結
婚
適
齢
期
を
迎
え
、行
く
末
を
心
配
す
る
翁
が
、
か
ぐ
や
姫
に
「
変へん
化げ
の
人
と
い
ふ
と
も
、
女
の
身
持も
ち
給
へ
り
。」
と
言
っ
て
、
異
界
の
者
で
あ
る
こ
と
も
承
知
の
う
え
で
結
婚
を
す
す
め
て
い
る
。
か
ぐ
や
姫
は
、
昇
天
前
に
自
分
が
月
の
都
の
者
で
あ
る
こ
と
を
翁
・
嫗
に
打
ち
明
け
、
さ
ら
に
昇
天
の
段
で
は
、
天
人
が
翁
に
「
か
ぐ
や
姫
は
、
罪
を
つ
く
り
給
へ
り
け
れ
ば
…
…
罪
の
限かぎ
り
果は
て
ぬ
れ
ば
、
か
く
迎
ふ
る
を
」
と
、
地
上
に
か
ぐ
や
姫
が
降
さ
れ
た
理
由
と
、
地
上
で
の
滞
在
期
限
を
説
明
し
て
い
る
。
２
異
界
の
者
の
出
現
時
の
状
況
と
そ
の
「
乗
物
」
の
比
較
『
風
土
記
』
で
は
主
人
公
は
「
三み
日か
三み
夜よ
」
も
魚
一
匹
釣
れ
ず
と
い
う
甚
だ
し
い
不
漁
の
後
に
五
色
の
亀
を
釣
り
上
げ
そ
れ
は
亀かめ
比ひ
売め
に
変
じ
た
。
主
人
公
か
ら
亀
比
売
に
対
し
、
何
処
か
ら
や
っ
て
来
た
の
か
、
と
の
問
い
に
対
し
、
亀
比
売
は
、「
風かぜ
雲くも
の
就むた
来き
つ
」
と
答
え
る
。
つ
ま
り
風
雲
と
と
も
に
仙
界
か
ら
や
っ
て
来
た
の
だ
、
と
の
説
明
で
あ
る
。
一
方
『
竹
取
物
語
』
で
は
翁
が
発
見
し
た
不
思
議
な
「
も
と
光
る
竹
」
の
「
筒
の
中
」
に
「
三
寸
ば
か
り
」
の
小
さ
子
（
主
人
公
の
女
の
子
）
が
座
っ
て
い
た
。『
風
土
記
』
の
「
風かぜ
雲くも
」
は
、
同
作
品
末
尾
に
も
亀
比
売
か
ら
渡
さ
れ
た
玉
匣
を
開
け
る
と
、「
芳かぐ
は
し蘭
き
体
す
が
た
」
は
「
風
雲
」
と
と
も
に
連
れ
去
ら
れ
、
天
空
に
飛
ん
で
い
く
場
面
に
も
見
ら
れ
、
一
種
の
「
乗
物
」
で
あ
ろ
う
。
『
竹
取
物
語
』で
は「
筒
」と
い
う
空
洞
が
乗
り
物
と
考
え
ら
れ
、武
田
友
宏
氏
が「
こ
の
空
間
は
、異
界
と
人
間
界
を
結
ぶ
交
通
路
な
の
だ
。
異
界
か
ら
の
旅
人
が
時
空
を
超
え
て
、
こ
の
人
間
界
を
訪
れ
る
と
き
の
乗
り
物
と
も
い
え
る）11
（
。」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
物
語
末
尾
の
か
ぐ
や
姫
の
昇
天
の
段
で
は
、
迎
え
に
き
た
天
人
の
「
飛
ぶ
車
」
に
乗
っ
て
姫
は
昇
天
し
た
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
両
作
品
共
に
異
界
か
ら
現
世
（
人
間
界
）
に
来
訪
す
る
に
は
、
外
形
は
異
な
る
が
こ
の
よ
う
な
「
乗
物
」
を
使
っ
て
い
る
。
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３
現
世
の
主
人
公
の
異
界
往
訪
時
と
帰
還
時
・
異
界
の
者
の
現
世
来
訪
時
と
帰
還
時
の
機
構
の
比
較
『
風
土
記
』、『
竹
取
物
語
』
共
に
、
現
世
と
異
界
と
い
う
二
つ
の
異
質
な
時
空
を
組
み
込
ん
だ
作
品
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
両
界
の
往
返
に
は
特
別
な
仕
掛
け
（
機
構
）
が
必
要
と
な
る
。『
風
土
記
』
で
は
主
人
公
嶼
子
は
、
異
界
た
る
「
蓬
と
こ
よ
の
く
に
山
」
に
赴
く
際
、
亀
比
売
に
眠
ら
さ
れ
、
異
界
淹
留
の
後
、
故
郷
帰
還
の
際
に
も
眠
ら
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
『
竹
取
物
語
』
の
場
合
は
、
主
人
公
の
小
さ
子
（
か
ぐ
や
姫
）
が
人
間
界
に
降
さ
れ
た
場
面
の
描
写
は
な
く
、
そ
の
状
況
は
不
明
で
あ
る
が
、
前
項
の
武
田
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
、
竹
の
空
洞
が
時
空
を
超
越
し
現
世
に
降
さ
れ
る
際
の「
乗
物
」と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
か
ぐ
や
姫
の
昇
天
で
は
、天
人
の
持
参
し
た「
壺
な
る
御
く
す
り
」
を
な
め
、「
天
の
羽
衣
」
を
着
せ
ら
れ
る
こ
と
が
、
現
世
か
ら
異
界
へ
の
昇
天
の
機
構
と
し
て
対
応
す
る
。
そ
の
後
、
姫
は
「
車
」
に
乗
り
昇
天
し
た
。
４
求
婚
者
の
比
較
『
風
土
記
』
で
は
異
界
の
者
で
あ
る
亀
比
売
が
誘
い
結
婚
に
至
っ
た
。『
竹
取
物
語
』
で
は
、
人
間
界
の
五
人
の
貴
公
子
や
、
地
上
世
界
の
最
高
権
力
者
で
あ
る
帝
が
求
婚
者
で
あ
る
。
『
風
土
記
』
で
は
主
人
公
嶼
子
の
生
業
は
漁
師
と
考
え
ら
れ
る
が
、「
三み
日か
三み
夜よ
を
経へ
て
、
一ひと
つ
の
魚うを
だ
に
得え
ず
」
と
い
う
異
常
と
も
い
え
る
不
漁
の
後
に
釣
り
上
げ
た
の
は
「
五いつ
色いろ
の
亀かめ
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
亀
に
つ
い
て
重
松
明
久
氏
は
「
五
色
（
青
・
黄
・
赤
・
白
・
黒
）
の
色
を
し
た
亀
」
と
解
釈
し
、『
延
喜
式
』
治
部
省
条
の
祥
瑞
の
神
亀
を
挙
げ
て
い
る）12
（
。
こ
の
亀
の
五
色
に
つ
い
て
は
水
野
祐
氏
が
、「
五
行
に
関
係
す
る
五
彩
」
と
し
、
こ
の
「
浦
嶋
子
」
伝
説
全
体
に
「
著
し
い
中
国
の
神
仙
思
想
が
導
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
白
に
感
取
さ
れ
る
。」
と
述
べ
て
い
る）11
（
。
三
谷
栄
一
氏
は
こ
の
数
に
つ
い
て
、「
前
段
の
語
り
出
し
の
部
分
は
、『
竹
取
物
語
』
の
も
と
4
4
と
な
っ
た
口
承
文
芸
の
影
響
に
よ
っ
て
「
三
」
と
い
う
数
字
が
強
調
さ
れ
て
い
た
が
、
五
人
の
貴
公
子
の
名
前
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
部
分
は
『
竹
取
物
語
』
の
作
者
が
、
書
か
れ
た
作
品
と
し
て
独
自
に
そ
の
説
話
を
解
体
し
て
創
造
し
た
部
分
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
八
『
竹
取
物
語
』
に
見
え
る
神
仙
否
定
の
論
理
55
う
し
た
聖
数
が
守
ら
れ
ず
に
「
五
」
と
い
う
数
字
に
発
展
し
た
わ
け
で
あ
る）14
（
。」
と
述
べ
て
い
る
。
な
お
、『
風
土
記
』
本
文
で
「
三
」
と
「
五
」
の
数
字
が
現
れ
る
記
述
は
次
の
箇
所
で
あ
る
。（
傍
線
稿
者
）
（一）
三み
日か
三み
夜よ
、（
中
略
）
乃
す
な
は
ち
五いつ
色いろ
の
亀かめ
を
得え
た
り
。（
古
典
文
庫
『
浦
島
子
伝
』
一
一
頁
、
以
下
同
じ
）
（二）
既
に
三み
歳とせ
を
逕すぎ
た
り
。（
一
二
頁
）
（三）
今いま
、
三みほ
百とせ
余あま
歳り
を
経へ
つ
と
い
へ
り
。（
一
三
頁
）
一
方
『
竹
取
物
語
』
本
文
で
「
三
」、「
五
」
の
数
字
の
出
現
は
次
の
箇
所
で
あ
る
。（
傍
線
稿
者
）
①
三
寸ずん
ば
か
り
な
る
人
、（
新
古
典
大
系『
竹
取
物
語
』三
頁
、以
下
同
じ
）②
三
（
み
つ
き
）月
ば
か
り（
四
頁
）③
三
日
、う
ち
あ
げ
遊あそ
ぶ
。（
四
頁
）
④
色
好ごの
み
と
い
は
る
ゝ
か
ぎ
り
五
人
、（
六
頁
）⑤
五
人
の
な
か
に（
九
・
一
〇
頁
）⑥
五
人
の
人
〻
も（
一
一
頁
）⑦
三
年
ば
か
り
、（
一
三
頁
）
⑧
三
日
ば
か
り
あ
り
て
、（
一
五
頁
）
⑨
か
ま
ど
を
三
重へ
に
し
こ
め
て
、（
一
五
頁
）
⑩
「
竜たつ
の
頸くび
に
、
五
色
に
光ひか
る
玉
あ
な
り
。
（
三
二
頁
）
⑪
三
年とせ
ば
か
り
あ
り
て
、（
五
九
頁
）
⑫
地つち
よ
り
五
尺
ば
か
り
（
六
九
頁
）
右
の
本
文
か
ら
は
『
風
土
記
』
の
数
字
の
「
三
」、「
五
」
の
出
現
が
、『
竹
取
物
語
』
の
そ
れ
に
似
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
確
か
に
言
え
る
こ
と
は
、
物
語
の
構
成
上
骨
格
を
な
す
、
両
作
品
共
に
重
要
な
数
字
で
あ
る
「
三
」「
五
」
は
共
通
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
５
二
親
の
対
比
と
親
に
よ
る
主
人
公
へ
の
説
明
の
比
較
両
作
品
共
に
父
母
、（
養
）
父
母
が
い
る
が
、
そ
れ
は
神
仙
と
人
間
の
違
い
が
あ
る
。
ま
た
両
作
品
共
に
親
か
ら
主
人
公
に
両
界
の
別
が
説
か
れ
る
。
『
風
土
記
』
で
嶼
子
が
亀
比
売
に
誘
わ
れ
て
到
っ
た
「
蓬
と
こ
よ
の
く
に
山
」
に
は
、「
女をと
め娘
（
亀
比
売
）
の
父かぞ
母いろ
」
が
い
た
。
当
然
に
こ
の
二
親
は
神
仙
で
あ
る
。
一
方
『
竹
取
物
語
』
で
は
「
月
の
都
」
と
い
う
異
界
か
ら
来
訪
し
た
「
小
さ
子
（
か
ぐ
や
姫
）」
は
、竹
取
の
翁
と
妻
の
嫗
が
（
養
）
父
母
と
な
る
。
こ
ち
ら
は
現
世
の
普
通
の
人
間
で
あ
る
が
、
姫
の
「
こ
ゝ
に
は
、
か
く
久
し
く
あ
そ
び
き
こ
え
て
、
慣
ら
ひ
た
て
ま
つ
れ
り
。」
と
い
う
発
言
か
ら
は
、
翁
夫
妻
は
、
実
の
父
母
に
限
り
な
く
近
い
存
在
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
両
作
品
共
に
、
一
つ
の
物
語
の
中
に
、
異
界
と
現
世
の
二
つ
の
世
界
と
、
こ
の
両
界
間
の
移
動
を
包
摂
す
る
以
上
、
両
界
の
断
絶
を
解
九
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消
す
る
た
め
に
、
人
間
或
い
は
異
界
の
者
に
対
し
、
一
定
の
説
明
が
必
要
と
さ
れ
る
。『
風
土
記
』
の
主
人
公
嶼
子
は
、「
蓬
と
こ
よ
の
く
に
山
」
に
到
り
、
亀
比
売
の
二
親
か
ら
「
人ひと
の
よ間
と
仙とこ
よ都
と
の
別
わ
か
ち
」
が
説
か
れ
、一
種
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
行
わ
れ
て
い
る
。
一
方
、『
竹
取
物
語
』
で
も
、翁
が
、
異
界
の
者
と
は
い
え
、
結
婚
適
齢
期
を
迎
え
た
か
ぐ
や
姫
に
、
こ
の
人
間
界
で
は
「
お
と
こ
は
女
に
婚あ
ふ
こ
と
を
す
。
女
を
ん
な
は
男
に
婚あ
ふ
事
を
す
。
そ
の
の
ち
な
む
門
（
か
ど
）ひ
ろ
く
も
な
り
侍
る
。」と
現
世
で
の
習
わ
し
を
説
い
て
い
る
。
両
作
品
の
こ
の
よ
う
な
一
種
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
、
『
風
土
記
』「
浦
嶋
子
」
で
は
、
神
仙
界
と
い
う
異
界
に
淹
留
す
る
諸
注
意
や
要
領
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、『
竹
取
物
語
』
で
は
、
か
ぐ
や
姫
に
対
し
て
、
人
間
界
の
常
識
や
習
慣
、
女
性
と
し
て
の
生
き
方
を
説
い
た
も
の
と
い
う
点
で
、
異
界
と
現
世
と
の
別
が
対
比
さ
れ
て
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
両
作
品
の
主
人
公
が
、
己
の
出
身
の
世
界
と
異
な
る
世
界
で
、
諸
々
の
問
題
な
く
滞
在
で
き
る
工
夫
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
６
祝
宴
の
対
比
主
人
公
に
対
す
る
祝
い
事
が
、
異
界
と
現
世
そ
れ
ぞ
れ
の
舞
台
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。
『
風
土
記
』
で
は
、主
人
公
は
赴
い
た
異
界
で
歓
迎
を
受
け
宴
が
催
さ
れ
る
。
ま
た
、『
竹
取
物
語
』
で
は
、現
世
（
地
上
世
界
）
に
降
っ
た
か
ぐ
や
姫
は
、
三
か
月
と
い
う
短
期
間
で
一
人
前
の
女
性
に
成
長
し
、
翁
夫
婦
は
成
人
式
と
し
て
髪
上
げ
と
裳
着
を
行
い
、
三
室
戸
斎
部
の
秋
田
に
「
な
よ
竹
の
か
ぐ
や
姫
」
と
命
名
し
て
も
ら
っ
た
。
つ
ま
り
、『
風
土
記
』
で
は
異
界
に
赴
い
た
人
間
が
神
仙
に
祝
っ
て
も
ら
う
も
の
で
あ
り
、『
竹
取
物
語
』
は
、
人
間
世
界
で
異
界
の
主
人
公
が
祝
福
を
受
け
る
と
い
う
構
図
で
あ
る
。
７
神
婚
の
比
較
両
作
品
に
於
け
る
神
婚
の
成
立
、
不
成
立
の
対
比
が
見
ら
れ
る
。
『
風
土
記
』
で
は
主
人
公
は
神
女
（
亀
比
売
）
か
ら
永
遠
に
一
緒
に
い
た
い
と
言
わ
れ
、
蓬
山
に
行
き
、
祝
宴
の
後
、
亀
比
売
と
夫
婦
の
交
わ
り
を
行
う
。
こ
の
神
婚
は
一
旦
成
立
す
る
が
、そ
の
後
嶼
子
の
帰
郷
に
よ
り
破
局
を
迎
え
る
。
こ
れ
に
対
し
、『
竹
取
物
語
』
で
は
、
一
〇
『
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か
ぐ
や
姫
は
五
人
の
貴
公
子
の
求
婚
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
難
題
、
奇
品
を
課
し
こ
れ
を
し
り
ぞ
け
る
。
ま
た
姫
の
美
貌
の
噂
を
耳
に
し
た
帝
は
、
内
侍
を
翁
宅
に
遣
わ
し
、
妃
に
な
る
よ
う
要
請
す
る
が
、
姫
は
こ
れ
も
し
り
ぞ
け
る
。
以
後
、
帝
は
翁
に
姫
を
差
し
出
す
よ
う
に
命
じ
る
が
、
姫
は
宮
仕
え
を
拒
否
す
る
。
更
に
帝
は
計
略
を
め
ぐ
ら
す
が
、
姫
は
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
姫
は
帝
と
歌
を
交
わ
し
手
紙
の
や
り
と
り
を
重
ね
、
三
年
ほ
ど
心
を
通
わ
せ
る
。
昇
天
の
段
で
は
姫
は
帝
に
手
紙
を
奉
り
、
違
勅
を
詫
び
帝
を
慕
う
心
情
を
吐
露
し
た
。
昇
天
に
際
し
、
姫
は
壺
の
不
死
の
薬
と
手
紙
を
帝
に
献
上
す
る
が
、
帝
は
こ
れ
を
駿
河
の
国
の
天
に
近
い
山
で
燃
や
す
よ
う
に
指
示
し
た
。
結
局
、
五
人
の
貴
公
子
や
帝
と
、
か
ぐ
や
姫
と
の
神
婚
は
不
成
立
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
現
世
か
ら
異
界
へ
と
赴
い
た
浦
嶋
子
と
亀
比
売
の
神
婚
は
、
後
に
破
局
は
す
る
が
一
応
成
立
し
て
い
る
。
し
か
し
異
界
か
ら
や
っ
て
来
た
か
ぐ
や
姫
と
五
人
の
貴
公
子
や
帝
と
の
神
婚
は
不
成
立
で
あ
る
。
異
界
で
の
神
婚
は
成
立
し
て
も
、
そ
の
逆
は
不
成
立
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
異
界
の
者
の
好
意
（
選
択
）
に
よ
る
神
婚
は
可
能
で
も
、
人
間
が
異
界
の
者
と
の
結
婚
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
い
の
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
あ
く
ま
で
結
婚
の
可
否
と
い
う
選
択
権
は
、
異
界
或
い
は
神
仙
界
の
者
と
い
う
絶
対
者
の
手
に
あ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
８
異
界
と
現
世
で
の
滞
在
期
間
の
共
通
点
と
そ
の
時
間
経
過
の
差
異
の
比
較
『
風
土
記
』
で
は
、
主
人
公
嶼
子
は
亀
比
売
に
誘
わ
れ
異
界
を
訪
れ
る
が
、
そ
こ
で
神
婚
が
成
立
し
異
界
に
淹
留
す
る
こ
と
が
三
年
に
及
ん
だ
。
こ
れ
は
、
神
女
た
る
亀
比
売
と
心
を
通
わ
し
た
時
間
で
も
あ
る
。
こ
の
時
間
は
主
人
公
が
故
郷
に
帰
還
し
て
み
る
と
、
故
郷
の
村
人
は
嶼
子
が
行
方
知
れ
ず
に
な
っ
て
か
ら
「
三
み
ほ
と
せ
あ
ま
り
百
余
歳
」
が
経
っ
た
と
言
っ
た
。
つ
ま
り
異
界
の
一
年
は
現
世
の
百
年
に
相
当
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
竹
取
物
語
』
脚
注
（
六
三
頁
）
で
も
言
及
し
て
い
る
。
一
方
、『
竹
取
物
語
』
で
は
か
ぐ
や
姫
が
竹
の
な
か
に
居
て
翁
に
発
見
さ
れ
て
、
翁
夫
婦
の
手
に
よ
っ
て
養
育
さ
れ
成
長
の
後
、
五
人
の
貴
公
子
の
求
婚
を
経
て
、
帝
と
心
を
通
わ
す
こ
と
三
年
程
が
経
っ
た
頃
に
、
姫
は
月
を
見
て
は
物
思
い
に
沈
み
、
や
が
て
涙
に
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
姫
の
昇
天
の
段
で
は
、
姫
を
迎
え
に
き
た
天
人
の
「
王わう
と
お
ぼ
し
き
人
」
が
「
翁
お
き
な
」
に
「
片かた
時
の
ほ
ど
」
か
ぐ
や
姫
を
人
間
界
に
降
し
た
、
と
言
っ
一
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翁
は
、
か
ぐ
や
姫
を
養
育
す
る
こ
と
「
廿
余
（
よ
ね
ん
）年
に
成
（
な
り
）ぬ
。」
と
返
し
、
天
人
の
「
片かた
時
」
と
、
翁
自
身
の
「
廿
余
（
よ
ね
ん
）年
」
と
の
時
間
感
覚
の
ず
れ
を
衝
い
て
い
る
。
こ
れ
は
異
界
と
現
世
と
の
時
間
経
過
の
差
異
を
、
作
者
が
『
風
土
記
』
同
様
に
正
確
に
表
現
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
時
間
経
過
の
感
覚
の
表
現
に
つ
い
て
、『
風
土
記
』
で
は
主
と
し
て
異
界
（
仙
界
）
を
舞
台
に
し
て
お
り
、『
竹
取
物
語
』
で
は
地
上
世
界
を
主
た
る
舞
台
と
し
て
い
る
と
い
う
対
比
が
見
ら
れ
る
。
９
主
人
公
の
帰
郷
の
心
情
の
比
較
『
風
土
記
』
の
主
人
公
嶼
子
は
「
蓬
と
こ
よ
の
く
に
山
」
で
亀
比
売
と
三
年
を
過
ご
し
た
が
、
に
わ
か
に
故
郷
が
懐
か
し
く
、
両
親
を
恋
し
く
思
う
よ
う
に
な
り
、
そ
の
嘆
き
は
日
毎
に
増
し
て
い
っ
た
。
こ
の
様
子
を
見
た
亀
比
売
は
、
悩
み
ご
と
が
あ
る
な
ら
打
ち
明
け
て
く
だ
さ
い
、
と
言
っ
た
。
主
人
公
は
し
ば
ら
く
故
郷
に
戻
り
、
両
親
に
会
う
こ
と
を
許
し
て
ほ
し
い
と
言
っ
た
。『
竹
取
物
語
』
で
は
、
か
ぐ
や
姫
は
帝
と
歌
や
手
紙
の
や
り
と
り
を
し
て
三
年
程
が
経
っ
た
頃
、
月
を
見
て
も
の
思
い
に
ふ
け
り
泣
く
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
知
っ
た
翁
は
、
姫
が
月
を
眺
め
る
こ
と
を
制
止
す
る
が
、
月
の
出
の
頃
に
は
涙
を
流
す
の
で
あ
っ
た
。
や
が
て
八
月
十
五
日
近
く
の
夜
、
激
し
く
泣
く
姫
に
、
翁
や
嫗
は
い
っ
た
い
ど
う
し
た
の
か
と
た
ず
ね
る
と
、
姫
は
自
ら
の
出
身
が
月
の
都
の
者
で
あ
る
と
明
か
し
、
も
う
す
ぐ
迎
え
が
来
て
月
に
帰
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
打
ち
明
け
た
。
姫
は
こ
の
時
に
、月
の
都
の
父
母
の
こ
と
は
思
い
出
す
こ
と
も
な
い
、と
言
い
、「
こ
ゝ
に
は
、
か
く
久
し
く
あ
そ
び
き
こ
え
て
、
慣な
ら
ひ
た
て
ま
つ
れ
り
。（
月
の
都
に
帰
る
こ
と
も
）
い
み
じ
か
ら
む
心
地ち
も
せ
ず
、
悲かな
し
く
の
み
あ
る
。」
と
、
こ
の
地
上
世
界
で
は
翁
夫
婦
と
は
実
の
親
子
と
し
て
暮
ら
し
て
き
た
の
で
、
そ
の
別
れ
が
悲
し
い
の
だ
と
涙
な
が
ら
に
語
っ
た
。
こ
れ
は
月
の
都
に
は
も
の
思
い
が
な
い
が
、
地
上
に
は
あ
る
も
の
思
い
の
人
間
的
価
値
を
伝
え
た
言
葉
で
あ
っ
た
。
こ
の
両
作
品
の
帰
郷
に
際
し
て
の
主
人
公
の
心
情
を
比
較
す
る
と
、
構
造
と
い
う
点
で
は
『
風
土
記
』
は
異
界
に
在
っ
て
現
世
の
故
郷
・
父
母
を
想
い
、『
竹
取
物
語
』
は
、
現
世
で
異
界
の
主
人
公
が
人
間
界
の
養
父
母
と
の
別
れ
を
悲
し
む
と
い
う
対
照
的
構
図
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
物
語
作
者
が
、
天
上
界
に
は
人
間
界
ほ
ど
の
情
愛
は
な
く
、
地
上
世
界
の
人
間
的
な
恩
愛
が
断
ち
が
た
い
も
の
で
あ
り
、
愛
情
と
い
う
価
値
が
在
る
人
間
世
界
の
優
位
性
（
＝
神
仙
否
定
と
な
る
）
を
語
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
二
『
竹
取
物
語
』
に
見
え
る
神
仙
否
定
の
論
理
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10
異
界
の
者
が
人
間
に
贈
っ
た
「
も
の
」
の
比
較 
『
風
土
記
』
で
は
、
主
人
公
の
嶼
子
の
帰
郷
に
際
し
、
亀
比
売
が
「
私
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
思
い
慕
っ
て
こ
こ
（
仙
界
）
を
尋
ね
て
こ
よ
う
と
思
う
な
ら
、こ
の
玉
匣
を
堅
く
握
り
、け
っ
し
て
開
け
て
見
よ
う
と
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。」
と
言
っ
て
玉
匣
を
渡
し
て
い
る
。
『
竹
取
物
語
』
で
は
、
昇
天
の
段
で
、
主
人
公
か
ぐ
や
姫
が
、
天
人
が
降
臨
し
翁
夫
婦
と
別
れ
る
時
に
、
泣
い
て
い
る
翁
に
手
紙
を
渡
し
て
い
る
。
更
に
姫
は
、
帝
に
あ
て
て
、
帝
を
慕
う
気
持
ち
を
認
め
た
手
紙
に
「
壺
の
薬
」
を
添
え
て
、
頭
中
将
に
渡
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
翁
は
姫
を
失
っ
た
落
胆
の
あ
ま
り
病
床
に
つ
い
た
。
頭
中
将
か
ら
報
告
を
受
け
た
帝
は
、手
紙
を
読
み
食
事
も
の
ど
を
通
ら
な
か
っ
た
が
、
勅
使
と
し
て
調
つ
き
の
岩いわ
笠かさ
を
呼
び
、
姫
が
献
上
し
た
壺
の
不
死
の
薬
に
手
紙
を
添
え
て
、
こ
の
二
つ
を
駿
河
の
国
の
高
い
山
で
燃
や
す
よ
う
に
指
示
し
た
。
両
作
品
の
共
通
点
は
、
亀
比
売
、
か
ぐ
や
姫
（
ど
ち
ら
も
女
性
）
と
い
う
異
界
の
者
が
、
地
上
世
界
の
人
間
に
「
も
の
」
を
贈
り
、
自
分
の
形
見
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
両
作
品
の
大
き
な
違
い
は
、『
風
土
記
』
で
は
禁
忌
を
破
っ
て
玉
匣
を
開
け
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
り
、『
竹
取
物
語
』
で
は
帝
が
手
紙
と
壺
の
焼
却
処
分
を
指
示
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
特
に
帝
の
受
け
止
め
方
は
、
後
述
四
で
ふ
れ
る
「
神
仙
を
無
化
し
、
乗
り
越
え
た
」
神
仙
否
定
の
現
れ
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
次
の
よ
う
な
帝
の
歌
に
、
不
死
の
薬
を
無
用
の
も
の
と
し
て
、
か
ぐ
や
姫
と
の
別
れ
を
嘆
く
心
情
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。
逢
（
あ
ふ
）こ
と
も
涙
（
な
み
だ
）に
う
か
ぶ
我
（
わ
が
み
）身
に
は
死し
な
ぬ
く
す
り
も
何
か
は
せ
む
結
局
、
帝
は
異
界
の
絶
世
の
美
女
で
あ
る
か
ぐ
や
姫
に
宮
仕
え
を
さ
せ
よ
う
と
迫
っ
た
が
果
た
せ
ず
、
そ
の
後
は
歌
（
手
紙
）
の
や
り
と
り
と
い
う
形
で
姫
に
関
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、最
終
的
に
は
、異
界
か
ら
の
「
も
の
」
は
受
け
入
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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三
、
構
造
の
比
較
の
ま
と
め
と
分
析
右
に
述
べ
た
両
作
品
の
構
造
の
共
通
点
と
相
違
（
対
照
）
点
を
ま
と
め
る
と
次
の
表
の
よ
う
に
な
る
。
（
な
お
、
共
通
点
は
二
重
傍
線　
　
と
し
、
相
違
点
は
波
線　
　
を
付
し
た
。）
 
◎
『
丹
後
国
風
土
記
』（
逸
文
）「
浦
嶋
子
」
と
『
竹
取
物
語
』
の
構
造
（
要
点
）
の
比
較
表
番
号
比
較
項
目
『
丹
後
国
風
土
記
』「
浦
嶋
子
」
 『
竹
取
物
語
』
０
基
本
構
造
主
人
公
が
異
界
へ
と
赴
く
往
訪
譚
。
主
た
る
舞
台
は
、「
蓬
山
」（
異
界
）
主
人
公
は
、
異
界
に
三
年
（
亀
比
売
と
心
を
通
わ
し
た
期
間
）
淹
留
の
後
現
世
（
故
郷
）
に
帰
還
し
た
。
主
人
公
が
現
世
に
降
さ
れ
る
来
訪
譚
。
主
た
る
舞
台
は
、
地
上
世
界
（
現
世
）
主
人
公
は
、
現
世
に
て
養
育
さ
れ
成
長
し
た
後
、
三
年
程
帝
と
心
を
通
わ
せ
た
後
、
天
上
界
に
昇
天
す
る
。
１
主
人
公
の
性
別
と
属
す
る
世
界
の
比
較
 
主
人
公
＝
嶼
子
（
現
世
の
男
性
）
 
主
人
公
＝
か
ぐ
や
姫
（
異
界
の
女
性
）
２
異
界
の
者
が
出
現
す
る
時
の
状
況
と
そ
の
「
乗
物
」
の
比
較
主
人
公
が
海
に
出
て「
三
日
三
夜
」を
経
て
も
魚
一
匹
釣
れ
ず
五
色
の
亀
が
釣
れ
た
。
亀
は
亀かめ
比ひ
売め
に
変
じ
、「
風
雲
」
に
乗
っ
て
来
た
と
言
っ
た
。
翁
が
発
見
し
た
「
も
と
光
る
竹
」
の
（
筒
の
）
中
に
「
三
寸
ば
か
り
な
る
人
」
が
座
っ
て
い
た
。
こ
の
筒
の
中
は
異
界
の
者
が
現
世
に
来
る
「
乗
物
」。
３
現
世
の
主
人
公
の
異
界
往
訪
時
と
帰
還
時
・
異
界
の
者
の
現
世
来
訪
時
と
帰
還
時
の
機
構
の
比
較
亀
比
売
に
誘
わ
れ
主
人
公
が
異
界
（「
蓬
と
こ
よ
の
く
に
山
」）
へ
赴
く
時
に
比
売
に
眠
ら
さ
れ
、
現
世
（
故
郷
）
へ
帰
還
す
る
時
に
も
眠
ら
さ
れ
た
。
異
界
の
か
ぐ
や
姫
が
人
間
界
に
降
さ
れ
た
時
の
状
況
は
不
明
（
但
し
異
界
か
ら
の
「
乗
物
」
は
前
項
２
参
照
）。
異
界
（
天
上
界
）
へ
の
昇
天
の
時
に
は
天
人
の
壺
の
薬
を
な
め
天
の
羽
衣
を
着
せ
ら
れ
飛
ぶ
車
で
月
に
帰
っ
た
。
４
求
婚
者
の
比
較
異
界
の
者
で
あ
る
亀
比
売
（
こ
こ
で
は
姫
は
求
婚
者
の
側
）（
五
色
の
亀
）
が
主
人
公
（
現
世
の
人
間
）
を
誘
い
「
蓬
山
」
で
結
婚
。
三
年
を
過
ご
し
、
亀
比
売
と
心
を
通
わ
せ
た
。（
一
旦
結
婚
は
し
た
が
、主
人
公
の
帰
郷
で
最
終
的
に
は
破
局
し
た
。）
五
人
の
貴
公
子
（
人
間
）
が
異
界
の
者
で
あ
る
か
ぐ
や
姫
に
求
婚
し
た
が
、
姫
の
課
し
た
結
婚
の
条
件
（
難
題
）
は
達
せ
ら
れ
な
い
。
帝
も
姫
に
入
内
を
迫
る
が
拒
否
さ
れ
る
。
そ
の
後
は
歌
や
手
紙
を
交
わ
し
三
年
ほ
ど
心
を
通
わ
せ
る
が
、
姫
は
昇
天
し
た
。
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５
二
親
の
対
比
と
親
に
よ
る
主
人
公
へ
の
説
明
の
比
較
「
蓬
山
」（
異
界
）
に
は
亀
比
売
の
両
親
が
い
た
。（
こ
の
両
親
は
神
仙
で
あ
っ
た
。）
ま
た
亀
比
売
の
二
親
（
神
仙
）
か
ら
主
人
公
嶼
子
に
「
人
間
と
仙
都
と
の
別
」
が
説
か
れ
た
。
月
の
都
か
ら
来
訪
し
た
か
ぐ
や
姫
に
は
実
の
両
親
は
い
る
よ
う
だ
が
そ
れ
は
思
い
出
せ
な
い
と
い
う
。
姫
の
養
父
母
と
な
っ
た
の
は
翁
夫
婦
で
あ
る
。
翁
（
養
親
）
か
ら
か
ぐ
や
姫
に
対
し
、
人
間
界
の
常
識
や
、
男
と
結
婚
す
べ
き
と
の
女
性
の
生
き
方
が
説
か
れ
た
。
 
６
祝
宴
の
比
較
異
界
へ
と
赴
い
た
主
人
公
は
「
蓬
山
」
で
祝
宴
が
催
さ
れ
歓
迎
を
受
け
た
。
翁
夫
婦
は
一
人
前
の
女
性
に
成
長
し
た
か
ぐ
や
姫
の
成
人
式
と
し
て
、
髪
上
げ
、
裳
着
を
行
い
「
な
よ
竹
の
か
ぐ
や
姫
」
と
命
名
し
祝
宴
を
催
し
た
。
７
神
婚
の
比
較
主
人
公
（
人
間
）
は
異
界
の
者
（
亀
比
売
）
と
一
旦
結
（
神
）
婚
が
成
立
。
か
ぐ
や
姫
は
人
間
の
貴
公
子
や
帝
の
求
婚
を
却しりぞけ
結
（
神
）
婚
は
不
成
立
。
８
異
界
と
現
世
で
の
滞
在
期
間
の
共
通
点
と
そ
の
時
間
経
過
の
差
の
比
較
主
人
公
は
異
界
（
蓬
山
）
に
赴
き
、
亀
比
売
と
結
婚
し
異
界
で
亀
比
売
と
心
を
通
わ
す
こ
と
三
年
に
及
ん
だ
。
亀
比
売
と
別
れ
、
主
人
公
の
帰
還
後
、
こ
の
三
年
は
現
世
で
は
三
百
年
の
経
過
で
あ
っ
た
。
異
界
（
月
の
都
）
か
ら
か
ぐ
や
姫
は
現
世
に
降
さ
れ
、
翁
夫
婦
に
養
育
さ
れ
、
成
長
の
後
に
、
帝
と
心
を
通
わ
す
こ
と
が
、
三
年
程
に
及
ん
だ
。
姫
の
昇
天
の
段
で
天
人
は
、
翁
に
対  
し
姫
を
、「
片
時
の
ほ
ど
」
降
し
た  
と
言
っ
た
。
９
主
人
公
の
帰
郷
の
心
情
の
比
較
主
人
公
は
異
界
（
蓬
山
）
で
亀
比
売
と
三
年
を
過
ご
し
た
が
、
故
郷
の
両
親
が
恋
し
く
、
こ
の
嘆
き
を
察
知
し
た
亀
比
売
に
、
暫
く
故
郷
に
戻
り
、
両
親
に
会
う
事
を
許
し
て
ほ
し
い
と
言
う
。
主
人
公
は
異
界
に
あ
っ
て
現
世
（
の
父
母
・
故
郷
）
を
想
い
慕
っ
て
い
る
。
か
ぐ
や
姫
は
帝
と
歌
や
手
紙
で
心
を
通
わ
し
三
年
程
が
経
っ
た
頃
、
月
を
見
て
も
の
思
い
に
ふ
け
り
泣
い
た
。
こ
れ
を
心
配
す
る
翁
夫
婦
に
自
分
は
月
の
都
の
者
で
も
う
す
ぐ
迎
え
が
来
る
の
で
月
に
帰
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
打
ち
明
け
た
。
か
ぐ
や
姫
は
月
に
実
の
親
は
い
る
が
、
そ
れ
は
思
い
出
せ
な
い
と
言
い
、
現
世
の
養
父
母
と
の
別
れ
が
悲
し
い
の
だ
と
言
っ
た
。
10
異
界
の
者
が
人
間
に
贈
っ
た
「
も
の
」
の
比
較
亀
比
売
は
別
れ
に
際
し
、
主
人
公
に
玉
匣
を
渡
し
私
を
忘
れ
ず
こ
こ
を
尋
ね
よ
う
と
思
う
な
ら
玉
匣
を
開
け
る
な
と
言
っ
た
。
し
か
し
主
人
公
は
こ
の
禁
忌
を
破
っ
て
玉
匣
を
開
け
た
。
か
ぐ
や
姫
は
昇
天
の
際
、
翁
に
手
紙
を
渡
し
帝
に
は
手
紙
と
不
死
の
薬
を
献
上
し
た
。
し
か
し
、
姫
の
昇
天
後
帝
は
手
紙
と
不
死
の
薬
を
駿
河
国
の
高
い
山
の
頂
で
燃
や
す
よ
う
命
じ
た
。
右
の
両
作
品
の
構
造
比
較
の
ま
と
め
に
基
づ
い
て
、
以
下
に
そ
の
分
析
結
果
を
掲
出
し
て
み
た
い
。
（1）
「
基
本
構
造
」（
番
号
０
）
の
①
「
往
訪
譚
」
対
「
来
訪
譚
」、
②
主
た
る
舞
台
の
「
異
界
」
対
「
現
世
」、
③
主
人
公
の
「
地
上
世
界
へ
の
帰
還
」
対
「
天
上
世
界
へ
の
昇
天
」
と
い
う
基
本
的
枠
組
み
が
物
語
の
部
分
的
構
造
〔
叙
述
の
細
部
の
対
照
性
〕（
１
～
10
）
を
規
一
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定
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
（2）
前
項
（1）
の
規
定
性
は
、
両
作
品
の
時
間
・
空
間
の
扱
い
方
の
構
図
（
後
述
）
を
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。
『
風
土
記
』
の
場
面
展
開
Ａ
→
B
→
A
と
、『
竹
取
物
語
』
の
場
面
展
開
Ａ
→
B
→
A
と
で
は
、
Ｂ
の
場
面
が
「
異
界
」
対
「
現
世
」
と
対
照
的
構
造
で
あ
る
。
そ
の
詳
細
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
〇
『
風
土
記
』
は
、「
物
語
の
主
た
る
舞
台
」
が
、
以
下
の
Ａ
→
B
→
A
の
順
に
展
開
す
る
。
Ａ
「
現
世
＋
異
界
の
混
在
領
域
」（
※
私
見
で
は
現
世
と
異
界
と
の
「
境
界
」
は
「
可
動
的
な
も
の
」
と
考
え
ら
れ
、
嶼
子
に
接
近
す
る
亀
比
売
（
異
界
の
者
）
の
状
況
は
「
異
界
の
張
り
出
し
」
が
、「
現
世
」
に
及
ん
で
い
る
、と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。）
→
B
「
異
界
」(
※
現
世
の
者
で
あ
る
浦
嶋
子
は
、
異
界
に
於
い
て
は
滞
在
が
不
可
能
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
時
空
両
面
で
浦
島
子
に
は
何
ら
か
の
異
界
で
生
存
し
う
る
操
作
（
＝
術
）、
例
え
ば
「
眠
ら
さ
れ
」（
前
掲
二
、
の
表
３
）
等
が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。)
→
A
「
現
世
＋
異
界
の
混
在
領
域
」（
※
嶼
子
は
、
現
世
に
帰
還
し
た
が
、
玉
匣
と
い
う
「
異
界
の
属
性
を
帯
び
た
物
」
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
前
記
同
様
「
異
界
の
張
り
出
し
」
が
「
現
世
」
に
及
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。）
●
『
竹
取
物
語
』
は
、「
物
語
の
主
た
る
舞
台
」
が
、
以
下
の
Ａ
→
B
→
A
の
順
に
展
開
す
る
。
Ａ
「
現
世
＋
異
界
の
混
在
領
域
」（
※
私
見
で
は
翁
が
、
竹
の
中
に
「
小
さ
子
（
女
の
子
）」
を
発
見
し
た
状
況
も
、
現
世
に
在
り
な
が
ら
女
の
子
（
異
界
の
者
）
が
居
て
「
異
界
の
張
り
出
し
」
が
「
現
世
」
に
及
ん
で
い
る
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。）
→
B
「
現
世
」（
※
異
界
の
者
で
あ
る
か
ぐ
や
姫
が
、
現
世
に
於
い
て
生
き
ら
れ
る
の
は
難
し
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
時
空
両
面
で
か
ぐ
や
姫
が
現
世
に
淹
留
し
う
る
操
作
（
術
）
が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。)
→
A
「
現
世
＋
異
界
の
混
在
領
域
」（
※
か
ぐ
や
姫
の
昇
天
の
場
面
で
は
、天
人
（
異
界
の
者
）
が
降
下
し
姫
を
迎
え
る
。
こ
の
場
面
の
天
人
の
出
現
、
天
の
羽
衣
、
不
死
の
薬
、
飛
ぶ
車
等
の
「
異
界
の
属
性
を
帯
び
た
物
」
が
在
る
た
め
、『
風
土
記
』
同
様
に
「
異
界
の
張
り
出
し
」
が
「
現
世
」
に
及
ん
で
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。）
（3）
両
作
品
の
構
造
に
共
通
の
「
物
語
の
基
幹
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
数
字
」
は
「
三
」
と
「
五
」
で
あ
る
。
①
番
号
０
の
両
作
品
の
主
人
公
の
淹
留
期
間
の
う
ち
、
嶼
子
と
亀
比
売
と
の
夫
婦
と
し
て
の
期
間
は
、「
三
年
」
で
あ
り
、
ま
た
、
か
一
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ぐ
や
姫
と
帝
と
の
交
流
期
間
は
「
三
年
程
」
と
共
通
す
る
。
②
番
号
２
の
両
作
品
の
異
界
の
者
の
出
現
状
況
に
「
三
日
三
夜
」・「
三
寸
」
と
「
三
」
が
共
通
す
る
。
③
番
号
８
の
両
作
品
の
異
界
と
現
世
と
の
時
間
経
過
の
差
異
で
は
、『
風
土
記
』
で
は
異
界
の
「
三
年
」
は
現
世
の
「
三
百
年
」
に
あ
た
り
、
『
竹
取
物
語
』
で
は
、
か
ぐ
や
姫
の
現
世
滞
在
期
間
が
「
片
時
」
と
な
り
、
両
作
品
共
に
時
間
差
の
尺
度
は
矛
盾
な
く
共
通
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
四
、
ま
と
め
以
上
述
べ
て
き
た
両
作
品
の
構
造
比
較
の
作
業
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
点
を
述
べ
、結
論
と
し
た
い
。　
『
丹
後
国
風
土
記
』（
逸
文
）「
浦
嶋
子
」
と
『
竹
取
物
語
』
と
の
構
造
を
比
較
、
分
析
し
て
み
る
と
、
両
作
品
の
全
体
的
、
部
分
的
な
構
造
に
於
け
る
場
面
の
対
照
性
が
指
摘
で
き
る
。
し
か
も
こ
の
対
照
性
は
、
陰
と
陽
と
言
え
る
程
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
全
体
（
基
本
）
構
造
が
部
分
的
構
造
を
規
定
し
て
い
る
。
前
節
ま
で
に
神
仙
思
想
の
影
響
を
受
け
つ
つ
も
、
構
造
が
対
照
的
な
二
作
品
を
観
察
し
考
察
を
加
え
た
の
で
あ
る
が
、
天
上
（
神
仙
）
世
界
を
主
た
る
舞
台
と
し
た
『
丹
後
国
風
土
記
』（
逸
文
）「
浦
嶋
子
」
に
対
し
、
な
ぜ
『
竹
取
物
語
』
で
は
地
上
（
人
間
）
世
界
が
舞
台
と
し
て
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
、
物
語
作
者
の
創
作
意
図
が
、
人
間
界
或
い
は
人
間
の
価
値
を
神
仙
世
界
よ
り
優
位
に
置
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
実
現
に
は
、
大
胆
な
構
造
転
換
が
必
要
で
あ
っ
た
。
構
造
的
に
「
浦
嶋
子
」
の
内
容
を
対
照
的
に
反
転
す
る
こ
と
は
、人
間
中
心
の
世
界
を
描
く
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
点
に
落
ち
着
く
。
前
節
の
各
比
較
項
目
の
、
番
号
１
～
１
０
の
う
ち
、
番
号
５
は
、
異
界
に
迎
え
ら
れ
た
主
人
公
（
人
間
）
と
、
人
間
世
界
に
降
さ
れ
た
主
人
公
（
異
界
の
者
）
と
の
対
比
で
あ
る
。
両
作
品
共
に
番
号
６
の
祝
宴
を
経
て
、
番
号
８
の
異
界
と
現
世
そ
れ
ぞ
れ
の
滞
在
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
番
号
９
の
主
人
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公
の
故
郷
へ
の
帰
還
と
な
る
展
開
で
あ
る
。
こ
れ
は
作
品
の
主
要
部
分
が
対
照
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
。
前
項
の
構
造
の
対
照
性
は
、
同
時
に
両
作
品
の
舞
台
（
時
間
性
・
空
間
性
）
の
対
照
的
構
造
で
も
あ
る
。
こ
の
点
が
、『
竹
取
物
語
』
の
特
色
と
い
え
る
「
神
仙
否
定
の
論
理
」
の
構
造
的
枠
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
を
構
造
的
に
言
う
な
ら
、
両
作
品
そ
れ
ぞ
れ
に
、
作
品
の
舞
台
で
あ
る
現
世
対
異
界
の
場
面
の
分
量
的
比
率
を
考
え
た
場
合
、
ど
ち
ら
を
多
い
比
率
と
し
て
描
く
か
、
と
い
う
構
造
の
差
と
な
っ
て
そ
の
作
品
世
界
の
価
値
が
決
定
づ
け
ら
れ
る
。
つ
ま
り
構
造
性
の
差
異
は
作
品
世
界
の
価
値
を
も
表
し
て
い
る
。
よ
り
具
体
的
に
は
、『
風
土
記
』（
逸
文
）「
浦
嶋
子
」
で
は
、
神
仙
世
界
は
、
人
間
に
と
っ
て
憬
れ
の
楽
土
と
考
え
ら
れ
、
作
者
も
そ
の
よ
う
に
考
え
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
神
仙
世
界
（
蓬
と
こ
よ
の
く
に
山
）
の
場
面
の
比
率
が
多
く
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
結
末
は
、
こ
の
楽
土
か
ら
帰
還
し
た
主
人
公
嶼
子
は
、
禁
忌
を
破
り
「
異
界
に
淹
留
し
た
人
間
」
と
し
て
の
無
理
を
一
身
に
背
負
い
、
一
瞬
の
老
化
と
い
う
結
末
を
迎
え
る
。
一
方『
竹
取
物
語
』で
は
、冒
頭
か
ら
異
界（
神
仙
世
界
）の
者
が
人
間
界
に
降
さ
れ
、そ
の
滞
在
期
間
中
に
成
長
す
る
。
結
末
は
、異
界（
神
仙
世
界
）
へ
の
帰
還
で
あ
っ
た
が
、
主
人
公
か
ぐ
や
姫
は
、
人
間
界
に
淹
留
し
た
異
界
の
者
と
し
て
、
人
間
界
滞
在
中
に
人
間
の
苦
楽
や
人
生
の
哀
歓
を
知
り
、
人
間
愛
を
育
む
こ
と
に
な
っ
た
。
特
に
翁
夫
婦
と
の
恩
愛
の
絆
や
、
帝
と
の
交
流
は
、
か
ぐ
や
姫
と
い
う
異
界
の
者
の
「
人
間
化
」
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
結
果
、
嶼
子
と
は
逆
に
、
姫
は
「
現
世
に
滞
在
し
た
神
仙
」
と
し
て
の
人
間
的
苦
悩
を
一
身
に
背
負
う
こ
と
に
な
っ
た
。
渡
辺
秀
夫
氏
は
こ
の
点
に
関
し
て
「
不
死
薬
そ
の
も
の
を
退
け
、却
っ
て
、こ
の
〈
穢
濁
〉
な
る
地
上
的
の
、〈
も
の
思
ひ
〉
深
き
人
間
的
な
る
も
の
の
ま
え
に
、
神
仙
を
無
化
し
乗
り
越
え
た
、
物
語
文
学
と
し
て
の
新
た
な
深
刻
な
主
題
の
開
拓）11
（
」
と
述
べ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
両
作
品
の
構
造
の
対
照
性
は
、
神
仙
世
界
を
ど
の
よ
う
に
見
る
か
、
と
い
う
作
者
の
立
脚
点
で
も
あ
り
、
こ
の
構
造
性
が
『
竹
取
物
語
』
の
神
仙
否
定
の
論
理
の
枠
組
み
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
逆
に
言
え
ば
神
仙
否
定
の
論
理
を
表
出
す
る
た
め
の
構
造
を
、『
風
土
記
』
の
構
造
を
転
換
す
る
こ
と
に
よ
り
実
現
、
作
品
化
し
た
と
い
う
こ
と
が
『
竹
取
物
語
』
の
形
成
過
程
で
は
な
か
っ
一
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た
ろ
う
か
。
本
作
品
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
本
朝
神
仙
・
異
界
思
想
文
学
史
上
の
定
位
を
考
え
て
み
る
と
、
本
論
考
で
考
察
し
た
『
風
土
記
』（
逸
文
）「
浦
嶋
子
」
か
ら
、『
竹
取
物
語
』
へ
の
大
胆
な
構
造
転
換
は
、
神
仙
思
想
に
対
す
る
奈
良
朝
の
「
憧
憬
的
受
容
」
か
ら
平
安
朝
初
期
の
「
批
判
的
受
容
」
を
経
て
、
こ
こ
に
至
っ
て
先
蹤
文
学
を
ふ
ま
え
た
4
4
4
4
4
4
4
4
4
「
創
造
的
受
容
」
へ
の
大
き
な
転
換
点
と
見
做
す
こ
と
が
で
き
る
。
本
論
考
で
考
察
し
た
『
風
土
記
』「
浦
嶋
子
」
か
ら
『
竹
取
物
語
』
へ
の
構
造
転
換
の
意
味
す
る
も
の
は
、神
仙
・
異
界
憧
憬
か
ら
人
間
界
、
地
上
世
界
、
現
世
へ
の
視
点
の
転
換
で
あ
り
、
主
題
そ
の
も
の
の
変
換
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
「
人
間
」
の
発
見
に
し
て
、
神
仙
否
定
の
論
理
の
創
出
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
上
述
の
『
風
土
記
』
嶼
子
の
蓬
山
淹
留
か
ら
帰
還
へ
の
流
れ
は
、
天
上
の
楽
園
に
憧
れ
つ
つ
も
、
そ
の
よ
う
な
夢
が
叶
っ
た
時
に
は
、
や
は
り
人
間
界
に
生
き
た
い
と
願
う
矛
盾
し
た
存
在
が
人
間
で
あ
っ
た
。
『
竹
取
物
語
』
に
於
い
て
も
、
か
ぐ
や
姫
は
昇
天
の
場
面
で
次
の
よ
う
な
振
る
舞
い
を
見
せ
て
い
る
。
（
天
人
が
）
御み
衣ぞ
を
と
り
出
（
い
で
）て
、
着き
せ
ん
と
す
。
そ
の
時
（
と
き
）に
、
か
ぐ
や
姫
、「
し
ば
し
待
て
」
と
言
ふ
。「
衣きぬ
着き
せ
つ
る
人
は
、
心
異こと
に
な
る
な
り
と
い
ふ
。
物
ひ
と
言こと
、
言い
ひ
を
く
べ
き
事
あ
り
け
り
」
と
言
ひ
て
、
文
書か
く
。
天
人
、「
遅おそ
し
」
と
、
心
も
と
な
が
り
給
（
た
ま
ふ
）。
か
ぐ
や
姫
、「
物
し
ら
ぬ
こ
と
な
の
給
（
た
ま
ひ
）そ
」
と
て
、
い
み
じ
く
し
づ
か
に
、
朝おほ
や
け廷
に
御
文ふみ
た
て
ま
つ
り
給
（
た
ま
ふ
）。
姫
に
天
の
羽
衣
を
着
せ
よ
う
と
す
る
天
人
を
待
た
せ
、
姫
は
帝
宛
て
の
手
紙
を
書
き
始
め
る
。「
遅
し
」
と
待
ち
遠
し
が
る
天
人
に
対
し
「
物
し
ら
ぬ
こ
と
な
の
給
そ
」
と
誡
め
る
。「
物
の
情
を
解
さ
ぬ
こ
と
を
言
い
な
さ
る
な
」
と
の
発
言
に
は
、「
物
思
う
」
人
間
世
界
と
「
物
思
い
の
な
い
」
天
上
世
界
と
の
対
比
が
読
み
取
れ
る
。
物
事
の
情
こ
そ
か
ぐ
や
姫
が
人
間
界
で
学
ん
だ
こ
と
で
あ
っ
た
。「
物
思
い
」
と
い
う
あ
れ
こ
れ
思
い
悩
む
事
が
人
間
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
人
間
が
愛
お
し
い
の
だ
、
と
い
う
姫
の
心
情
は
も
は
や
人
間
の
魅
力
的
な
女
性
と
し
て
我
々
の
胸
を
打
つ
。
そ
こ
に
は
「
人
間
の
情
」
に
価
値
を
見
出
し
た
作
者
の
意
図
が
感
じ
ら
れ
る
。
神
仙
譚
で
あ
り
な
が
ら
人
間
回
帰
が
こ
の
物
語
の
目
指
す
世
界
で
あ
っ
た
。
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藤
原
克
己
氏
は
、『
竹
取
物
語
』
と
同
時
代
の
作
品
で
あ
る
漢
文
伝
「
白
石
先
生
伝
」
と
の
類
似
性
に
言
及
し
て
い
る）11
（
。
こ
の
伝
の
作
者
紀
長
谷
雄
は
、
白
石
先
生
を
、
神
仙
と
し
て
昇
天
を
志
向
せ
ず
あ
え
て
地
上
に
留
ま
ろ
う
と
す
る
人
間
と
し
て
描
い
て
い
る
。
そ
の
態
度
に
は
有
限
な
人
間
存
在
の
尊
重
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
そ
の
神
仙
否
定
の
論
理
は
、『
竹
取
物
語
』
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
か
ぐ
や
姫
は
天
上
界
の
神
仙
と
し
て
生
ま
れ
、
地
上
に
降
さ
れ
た
異
界
の
者
で
あ
っ
た
が
、
彼
女
の
人
間
と
い
う
儚
い
存
在
へ
の
眼
差
し
は
、
神
仙
自
身
に
よ
る
神
仙
否
定
の
姿
と
な
っ
て
物
語
を
印
象
付
け
る
。
そ
こ
に
汲
み
取
れ
る
の
は
、
人
間
の
情
と
い
う
神
仙
界
と
対
極
的
な
価
値
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
神
仙
界
の
無
限
に
対
す
る
人
間
の
有
限
な
る
が
故
の
尊
さ
の
発
見
と
い
う
大
き
な
主
題
で
あ
っ
た
。
我
が
国
の
神
仙
・
異
界
思
想
文
学
史
上
、
こ
の
よ
う
な
神
仙
否
定
の
論
理
を
打
ち
出
し
た
作
品
の
出
現
は
、
単
純
な
否
定
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。『
竹
取
物
語
』
以
前
の
神
仙
思
想
関
連
作
品
の
系
譜
を
辿
れ
ば
、
奈
良
朝
の
『
懐
風
藻
』
吉
野
詩
に
は
、「
神
仙
憧
憬
的
受
容
態
度
」
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
そ
れ
は
、平
安
朝
初
期
に
は
『
三
教
指
帰
』
の
よ
う
な
「
神
仙
批
判
的
受
容
態
度
」
を
経
て
、『
竹
取
物
語
』
の
出
現
と
な
る
。『
竹
取
物
語
』
は
、
こ
れ
ら
先
蹤
文
学
の
受
容
態
度
を
取
り
込
ん
だ
う
え
で
神
仙
否
定
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
い
わ
ば
止
揚
と
と
ら
え
ら
れ
、
対
立
す
る
神
仙
憧
憬
を
否
定
し
つ
つ
も
、
こ
の
神
仙
界
と
の
高
次
元
に
お
け
る
統
合
を
は
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、
神
仙
思
想
作
品
の
系
譜
上
、
弁
証
法
的
な
発
展
を
遂
げ
た
神
仙
否
定
の
論
理
を
打
ち
だ
し
た
作
品
で
あ
っ
た
、
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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